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長
野
県
民
芸
術
祭
参
加
 

第21
回
俳
人
協
会
長
野
県
支
部
総
会
 

及
び
俳
句
大
会
の
開
催
 

ー
す
ず
き
巴
里
氏
講
演
会
に
 

1

1

8

名
聴
講
ー
 

2019年 俳入協会畏蛙県支部 

第21 俳句大会加iずき巴野議二 

すずき巴里氏講演風景 

第21
回
長
野
県
支
部
総
会
は
、
令
和
元
 

年11
月
塾
日
回
午
前
1
0
時
か
ら
、
長
野
 

県
林
業
セ
ン
タ
ー
に
会
員
認
名
の
参
加
を
 

得
、
神
田
北
童
氏
の
司
会
で
開
催
さ
れ
た
。
 

古
田
紀
一
支
部
長
か
ら
は
会
員
各
位
の
 

日
頃
の
支
部
に
対
す
る
努
力
と
協
力
に
感
 

謝
と
支
部
会
員
増
強
を
お
願
い
す
る
挨
拶
 

が
あ
「
た
。
 

こ
の
後
、
金
子
覗
石
氏
を
議
長
に
選
出
 

し
本
生
毒
区
の
議
事
に
入
っ
た
。
 

平
成
加
年
度
の
事
業
報
告
と
令
和
2
年
 

度
の
事
業
計
画
が
東
福
寺
碧
水
事
務
局
長
 

か
ら
、
一
罵
幻
走
の
会
計
報
告
と
令
和
 

2

年
度
予
算
案
が
玉
井
玲
子
会
計
担
当
か
 

ら
提
示
さ
れ
、
戸
田
円
三
監
査
委
員
の
監
 

査
報
告
の
後
、
事
業
報
告
、
事
業
計
画
と
 

共
に
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。
 

午
前
1
1
時
か
ら
は
聴
講
者
1
l
g
名
の
 

参
加
を
得
て
、
俳
人
協
会
評
議
員
で
俳
句
 

誌
「
ろ
ん
ど
」
主
宰
の
す
ず
き
巴
里
氏
を
 

お
迎
え
し
、
『
明
日
へ
の
眼
差
し
ー
俳
句
 

に
寄
せ
る
想
い
ー
』
と
題
し
1
時
間
の
講
 

演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
 

」 

す
ず
き
巴
里
氏
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
 

る
、
俳
人
協
会
親
子
俳
句
教
室
り
作
品
を
 

引
用
し
て
、
子
供
に
対
す
る
俳
旬
の
在
り
 

方
や
教
え
方
、
伸
ば
し
方
を
語
二
て
い
た
 

だ
い
た
。
そ
の
中
で
、
長
野
県
支
部
の
東
 

堕
寸
碧
水
氏
が
中
心
に
な
り
毎
年
開
催
の
 

「
俳
句
一
日
体
験
教
室
」
の
取
り
組
み
や
、
 

過
去
に
出
席
し
た
お
子
さ
ん
の
俳
旬
も
参
 

考
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
 

長
野
県
支
部
の
会
員
で
も
、
「
俳
旬
一
 

日
体
験
教
室
」
が
毎
年
長
野
県
支
部
で
開
 

か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
知
ら
な
い
人
も
多
 

く
、
す
ず
き
巴
里
氏
の
言
葉
に
、
感
慨
深
 

げ
に
領
い
て
い
た
関
係
者
の
姿
が
印
象
的
 

だ
っ
た
。
 

午
後
か
ら
の
俳
句
大
会
に
は
募
集
旬
に
 

8

8

8

句
、
当
日
旬
1
4
4
旬
が
集
ま
り
、
 

長
野
県
俳
壇
の
一
年
を
締
め
括
る
に
ふ
さ
 

わ
し
い
熱
気
溢
れ
る
大
会
と
な
っ
た
。
 

ま
た
こ
の
後
の
懇
親
会
で
は
ゴ
俳
人
協
 

会
長
野
県
支
部
の
、
俳
旬
並
日
及
活
動
を
改
 

募集句受賞者の皆さん 

め
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
人
た
ち
か
ら
、
 

講
演
会
の
内
容
に
対
し
て
の
質
問
も
多
 

く
、
近
年
に
無
く
有
意
義
な
意
見
交
換
の
 

場
と
な
っ
た
。
 

県
知
事
賞
（
募
集
句
）
 

鶴
と
な
り
亀
と
な
る
紙
夜
長
か
な
 

妙
高
市
 
川
久
保
妙
香
 

県
知
事
賞
（
当
日
句
）
 

子
に
還
る
母
の
布
団
を
干
し
に
け
り
 

長
野
市
 
玉
井
 
玲
子
 

（
丸
山
匡
 

記） 

「
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長
野
県
民
芸
術
祭
参
加
 

令
和
元
年
1
1
月24

日
 

長
野
県
知
事
賞
 

鶴
と
な
り
亀
と
な
る
紙
夜
長
か
な
 

妙
高
市
 
川
久
保
妙
香
 

長
野
県
県
民
芸
術
祭
賞
 

流
燈
を
闇
一
枚
の
湖
に
置
く
 

長
野
市
 
斉
藤
 
都
子
 

長
野
県
教
育
委
員
会
賞
 

陣
痛
の
妻
の
汗
拭
く
夫
の
汗
 

千
曲
市
 
青
木
く
美
子
 

（
公
社
）
俳
人
協
会
賞
 

草
笛
を
吹
い
て
唇
若
返
る
 

長
野
市
 
丸
田
 

千
春
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
長
賞
 

息
遣
ひ
聞
こ
ゆ
る
文
や
星
流
る
 

坂
城
町
 
大
井
さ
ち
子
 

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞
 

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
陽
炎
と
な
り
に
け
り
 

長
野
市
 
丸
山
 

正
子
 

s

B

c

信
越
放
送
賞
 

涼
新
た
さ
ら
り
と
通
る
シ
ャ
ツ
の
袖
 

千
曲
市
 
大
根
田
 
毅
 

N

B

s

長
野
放
送
賞
 

虎
落
笛
ム
ン
ク
の
叫
び
交
じ
り
た
る
 

岡
谷
市
 
宮
坂
 
敏
美
 

T

s

B

テ
レ
ビ
信
州
賞
 

冬
の
蝿
書
架
に
背
焼
け
の
童
話
集
 

長
野
市
 
島
田
た
心
Y

緒
 

a

b

n

長
野
朝
日
放
送
賞
 

噂
の
ふ
り
そ
そ
ぎ
た
る
孤
独
か
な
 

松
川
町
 
鋤
柄
 
郁
夫
 

N

H

K

長
野
放
送
局
賞
 

お
し
や
べ
り
の
過
ぎ
て
雀
は
蛤
に
 

小
布
施
町
 
小
林
 
京
子
 

週
刊
長
野
新
聞
社
賞
 

裏
山
に
日
の
逃
げ
て
行
く
寒
暮
か
な
 

岡
谷
市
 
山
岡
寿
ぐ
枝
 

長
野
市
民
新
聞
社
賞
 

落
鮎
の
泳
ぐ
姿
に
焼
か
れ
た
り
 

長
野
市
 
東
福
寺
碧
水
 

長
野
日
報
社
賞
 

自
転
車
を
漕
い
で
も
漕
い
で
も
鱗
雲
 

岡
谷
市
 
宮
坂
マ
キ
子
 

南
信
州
新
聞
社
賞
 

綿
虫
を
掬
ひ
し
拳
ゅ
る
く
解
く
 

須
坂
市
 
竹
内
 
雪
絵
 

鬼
灯
書
籍
賞
 

空
は
画
布
風
は
絵
筆
や
鰯
雲
 

佐
久
穂
町
 

阿
部
 
紀
子
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
賞
 

鬼
女
棲
み
し
山
よ
り
と
言
ひ
茸
汁
 

須
坂
市
 
竹
前
 
正一 

わ
れ
先
に
子
等
は
蛇
口
へ
雲
の
峰
 

飯
田
市
 
桜
井
 
芳
子
 

農
薬
の
匂
ふ
野
良
着
や
豊
の
秋
 

長
野
市
 
北
津
 
時
江
 

村
唄
に
恋
の
く
だ
り
や
そ
ば
の
花
 

須
坂
市
 
永
井
美
登
子
 

雲
離
れ
踊
り
の
月
と
な
り
に
け
り
 

長
野
市
 
西
方
 
来
人
 

噴
煙
は
地
球
の
息
吹
花
苦
 

南
箕
輪
村
 
篠
田
 
洋
子
 

秋
徽
雨
大
き
な
家
の
小
さ
な
灯
 

千
曲
市
 
市
川
ま
ち
子
 

篇
者
特
選
絢
巨
臨
」
1
1
醜「」 

す
ず
き
巴
里
先
生
選
 

草
笛
を
吹
い
て
唇
若
返
る
 

長
野
市
 
丸
田
 
千
春
 

古
田
紀
一
先
生
選
 

鬼
女
棲
み
し
山
よ
り
と
二
1口
ひ
茸
汁
 

須
坂
市
 
竹
前
」
正
一
 

原
与
志
樹
先
生
選
 

交
は
し
合
ふ
言
葉
も
染
ま
る
紅
葉
山
 

塩
尻
市
 
小
林
 

明
美
 

岡
部
義
男
先
生
選
 

鶴
と
な
り
亀
と
な
る
紙
夜
長
か
な
 

妙
高
市
 
川
久
保
妙
香
 

堀
川
草
芳
先
生
選
 

き
の
こ
汁
会
話
は
野
山
か
け
巡
り
 

岡
谷
市
 
渡
 

佐
文
 

東
福
寺
碧
水
先
生
選
 

陣
痛
の
妻
の
汗
拭
く
夫
の
汗
 

千
曲
市
 
青
木
く
美
子
 

藤
森
す
み
れ
先
生
選
 

出
来
秋
や
木
喰
仏
の
合
掌
す
・
 

長
野
市
 
涯
谷
伊
佐
尾
 

金
子
覗
石
先
生
選
 

三
角
を
さ
ら
に
三
角
初
西
瓜
 

長
野
市
 
石
井
 
和
子
 

宮
深
 
薫
先
生
選
 

わ
れ
先
に
子
等
は
蛇
口
へ
雲
の
峰
 

飯
田
市
 
桜
井
 
芳
子
 

神
田
北
童
先
生
選
 

戦
争
の
こ
と
に
は
触
れ
ず
生
身
魂
 

長
野
市
 
玉
井
一
玲
子
 

山
田
和
子
先
生
選
 

一 

空
は
画
布
風
は
絵
筆
や
鰯
雲
 

佐
久
穂
町
 
阿
部
 
紀
子
 

矢
崎
す
み
子
先
生
選
 

（ 

露
草
や
地
球
色
し
た
地
球
の
ヂ
 

原
村
 

西
脇
「
成
子
 

倉
科
繁
登
先
生
選
 

噂
の
ふ
り
そ
そ
ぎ
た
る
孤
独
か
な
 

松
川
町
 
鋤
柄
 
郁
夫
 

田
中
三
ニ
良
先
生
選
 

ま
た
次
の
風
を
待
ち
カ
る
タ
苦
 

岡
谷
市
 
藤
江
 

光
 

戸
田
円
三
先
生
選
 

息
遣
ひ
聞
こ
ゆ
る
文
や
星
流
る
 

坂
城
町
 
大
井
さ
ち
子
 

永
江
大
心
先
生
選
 

陣
痛
の
妻
の
汗
拭
く
夫
の
汗
 

千
曲
市
 
青
木
く
美
子
 

林
 
悠
司
先
生
選
 

草
笛
を
吹
い
て
唇
若
返
る
 

長
野
市
 
丸
田
 

千
春
 

玉
井
玲
子
先
生
選
 

裏
山
に
日
の
逃
げ
て
行
く
寒
暮
か
な
 

岡
谷
市
 
山
岡
寿
心
、
枝
 

藤
森
和
子
先
生
選
 

擢
持
た
ぬ
花
の
筏
の
無
心
な
る
 

下
諏
訪
町
 
洞
 

栄
子
 

笠
原
ち
ず
子
先
生
選
 

お
し
や
べ
り
の
過
ぎ
て
雀
は
蛤
に
 

小
布
施
町
 
小
林
 

京
子
 

斉
藤
都
子
先
生
選
 

銀
漢
や
色
分
け
さ
る
る
世
界
地
図
 

長
野
市
 
本
多
 
独
川
 

大
井
さ
ち
子
先
生
選
 

鏡
多
き
女
子
大
の
廊
秋
澄
め
り
 

諏
訪
市
 
宮
洋
 

薫
 

西
村
は
る
美
先
生
選
 

虎
落
笛
ム
ン
ク
の
叫
び
交
じ
り
た
る
 

岡
谷
市
 
宮
坂
 
敏
美
 

島
田
た
ダ
緒
先
生
選
 

農
薬
の
匂
ふ
野
良
着
や
豊
の
秋
 

長
野
市
 
北
津
 

時
江
 

丸
山
 
匡
先
生
選
 

冬
の
蝿
書
架
に
背
焼
け
の
童
話
集
 

長
野
市
 
島
田
た
“
、
緒
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(3） 第21 号 カ の 2020. 8. な
 

口
け
匹
 

主

十

 
会
 

朔
眺
旦
更
興
召
暴
画
妥
郵
ジ
 

h夢
多
き
》
恕
寸
 、
気
》
騒
一
ひ
 

遺
雛
総
潜
 

長
野
県
知
事
賞
 

子
に
還
る
母
の
布
団
を
干
し
に
け
り
 

長
野
市
 
玉
井
 
玲
子
 

長
野
県
県
民
芸
術
祭
賞
 

業
の
鳴
く
た
び
闇
の
ふ
く
ら
み
来
 

岡
谷
市
 
宮
坂
 
敏
美
 

長
野
県
教
育
委
員
会
賞
 

立
冬
や
仮
設
住
宅
建
て
る
音
 

長
野
市
 
西
方
 
来
人
 

（
公
社
）
俳
人
協
会
賞
 

枝
先
は
千
手
観
音
大
冬
木
 

千
葉
市
 
新
井
 
京
子
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
長
賞
 

立
つ
た
ま
ま
眠
る
馬
つ
こ
冬
銀
河
 

岡
谷
市
 
西
村
は
る
美
 

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞
 

枯
蓮
種
子
の
飛
ん
だ
る
穴
の
闇
 

長
野
市
 
竹
村
 
忠
十
 

s
B
c

信
越
放
送
賞
 

す
べ
り
台
見
守
る
母
へ
木
の
葉
舞
ふ
 

信
濃
町
 
杉
山
 

惟
 

N
H
K

長
野
放
送
局
賞
 

レ
コ
ー
ド
の
ざ
ら
つ
く
声
や
冬
の
雨
 

坂
城
町
 
大
井
さ
ち
子
 

鬼
灯
書
籍
賞
 

樹
に
は
樹
の
人
に
は
人
の
冬
日
か
な
 

千
曲
市
 
杵
淵
 
晴
子
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
賞
 

漬
け
樽
に
塩
ふ
る
男
冬
に
入
る
 

飯
山
市
 
伊
東
 
宣
和
 

鐘
楼
の
梁
に
冬
蜂
千
社
札
 

長
野
市
 
島
田
た
ず
緒
 

赤
彦
の
う
み
へ
傾
ぶ
く
冬
桜
 

諏
訪
市
 
藤
森
 
政
子
 

”選者特選句」」”」臨」 

山
口
斗
人
先
生
選
 

子
末
還
る
母
の
布
団
を
干
し
に
け
り
 

長
野
市
 
玉
井
 
玲
子
 

篠
原
捷
四
先
生
選
 

枯
蓮
種
子
の
飛
ん
だ
る
穴
の
闇
 

一 

長
野
市
 
竹
村
 
忠
士
 

藤
森
政
子
先
生
選
 

子
f
還
る
母
の
布
団
を
干
し
に
け
り
 

一 

長
野
市
 
玉
井
 
玲
子
 

西
方
来
人
先
生
選
 

す
べ
り
台
見
守
る
母
へ
木
の
葉
舞
ふ
 

信
濃
町
 
杉
山
 

惟
 

林
あ
き
彦
先
生
選
 

レ
，
ー
ド
の
ざ
ら
つ
く
声
や
冬
の
雨
 

坂
城
町
 
大
井
さ
ち
子
 

青
木
く
美
子
先
生
選
 

集
り
晴
く
た
び
闇
の
ふ
く
ら
み
来
 

岡
谷
市
 
宮
坂
 
敏
美
 

杉
山
 
惟
先
生
選
 

ボ
ー
プ
ン
テ
ィ
ア
の
泥
掻
く
声
や
冬
茜
 

一 

長
野
市
 
西
方
 
来
人
 

小
林
京
子
先
生
選
 

子
に
還
る
母
の
布
団
を
干
し
に
け
り
 

一 

長
野
市
 
玉
井
 
玲
子
 

高
野
悠
子
先
生
選
 

枝
先
は
千
手
観
音
大
冬
木
 

千
葉
市
 
新
井
 
京
子
 

聾
 長

野
県
県
民
芸
術
祭
2
0
2
0
参
加
事
業
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
 

第22
回
俳
句
大
会
及
び
講
演
会
の
ご
案
内
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
の
第
空
回
俳
旬
大
会
を
左
記
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
 

す
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
著
名
俳
人
を
お
招
き
し
て
の
講
 

演
会
が
、
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
調
整
中
で
す
。
な
お
状
況
次
第
で
は
、
参
加
 

者
の
皆
様
か
ら
今
後
の
俳
句
に
対
す
る
忌
揮
の
な
い
お
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
 

く
、
話
し
合
い
の
場
も
考
え
て
い
ま
す
。
大
会
の
参
加
や
投
句
に
対
し
資
格
制
限
 

な
ど
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
入
 

会
希
望
の
方
は
、
当
日
の
会
場
や
電
話
・
郵
便
な
ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
入
 

会
金
無
料
）
。
※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
来
て
下
さ
い
。
 

00000 0 
後共主講場 日 

記
 

時
 

令
和
2
年11
月29
日
（
日
）
総
 

会
 
午
前
1
0
時
5
 

援催催演所 

講

演

会

 
午
前
1
1
時
5
 

俳
句
大
会
 
午
後
1
2
時50
分
5
 

長
野
市
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
（
長
野
市
岡
田
町
3
0

ー16
) 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
未
定
で
す
）
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
 

長
野
県
、
長
野
県
教
育
委
員
会
、
（
公
社
）
俳
人
協
会
 

信
濃
毎
日
新
聞
社
、
s
B
c
信
越
放
送
、
N
B
s
長
野
放
送
、
 

T
s
B

テ
レ
ビ
信
州
、
a
b
n

長
野
朝
日
放
送
、
N
H
K
長
野
 

放
送
局
、
週
刊
長
野
新
聞
社
、
長
野
市
民
新
聞
社
、
長
野
日
報
 

社
、
南
信
州
新
聞
社
、
鬼
灯
書
籍
（
順
不
同
）
 

O

募
集
句
 

雑
詠
3
句
1
組
（
未
発
表
作
品
、
何
組
で
も
可
）
 

☆
投
句
方
法
 
所
定
の
投
旬
用
紙
（
ま
た
は
、
便
範
『
原
稿
用
紙
な
ど
で
も
可
）
 

※
所
定
の
用
紙
以
外
の
人
は
、
末
尾
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
 

氏
名
（
俳
号
）
・
電
話
番
号
を
記
入
、
俳
句
大
会
、
講
演
会
、
 

懇
親
会
へ
の
出
席
の
有
無
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

（
※
参
加
や
投
句
の
資
格
制
限
は
一
切
無
し
。
）
 

☆

投

句

料

 
3
句
1
組
 
1
0
0
0

円
 
※
何
組
で
も
可
 

（
切
手
不
可
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
が
便
利
）
 

※
投
旬
料
無
き
も
の
は
無
効
 

☆
投
句
締
切
 
令
和
2
年10
月20
日
（
当
日
消
印
有
効
）
 

☆

投

句

先

 
一
画
3
8
0
1
0
9
1
1
 

長
野
市
稲
葉
3
9
1
1
 

東
福
寺
碧
水
方
 

俳
人
協
会
長
野
県
支
部
募
集
旬
係
 

（
公
0
2
6
1
2
2
6
1
2
8
4
5
) 

●
当
日
句
 

2
旬
持
ち
寄
り
（
冬
季
に
限
る
）
※
午
前
1
1
時15
分
 
当
日
旬
締
切
り
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俳句大会の様子 

令
和
2

年
5

月25

日
囲
の
午
前
1
1
 

時
、
長
野
市
駅
前
の
公
民
館
に
於
い
て
、
 

令
和
2
年
度
の
長
野
県
支
部
役
員
会
を
 

開
催
し
た
。
 

出
席
者
は
支
部
長
の
古
田
紀
一
、
副
 

支
部
長
・
藤
森
す
み
れ
、
副
支
部
長
・
 

事
務
局
長
・
東
福
寺
碧
水
、
会
計
担
当
・
 

玉
井
玲
子
、
編
集
・
事
務
局
・
丸
山
匡
。
 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
 

影
響
で
、
国
内
に
緊
急
事
態
官
三
吉
が
出
 

さ
れ
、
大
勢
を
収
容
す
る
会
場
が
何
処
 

も
使
用
出
来
ず
に
、
限
ら
れ
た
メ
ン
 

バ
 
ー
で
の
役
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
少
 

数
で
す
の
で
、
新
規
の
も
の
を
取
り
入
 

れ
た
り
決
め
る
の
は
止
め
て
、
す
べ
て
 

昨
年
の
第
2
1
回
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
い
 

た
し
ま
し
た
。
 

協
議
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。
 

〇
2
0
2
0
長
野
県
県
民
芸
術
祭
参
加
 

〇
第
2
2

回
俳
人
協
会
長
野
県
支
部
俳
旬
 

大
会
及
び
講
演
会
の
実
施
 

今
年
の
1
1
月29

日
卿
に
長
野
市
の
 

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
で
開
く
こ
と
 

と
し
た
。
 

〇
講
師
に
つ
い
て
は
、
（
公
社
）
俳
人
 

協
会
へ
申
請
中
で
す
。
 

《6
月
半
ば
に
本
部
か
ら
、
今
年
は
新
 

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
安
全
・
 

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
東
京
な
 

ど
感
染
者
数
の
多
い
地
方
在
住
の
、
 

講
師
の
派
遣
を
嫌
う
地
方
も
あ
り
、
 

派
遣
は
し
な
い
と
の
連
絡
を
受
け
ま
 

し
た
。
役
員
会
で
は
、
こ
う
い
う
場
 

合
も
想
定
し
て
、
長
野
県
支
部
と
し
 

て
出
来
得
る
ベ
ス
ト
な
展
開
を
考
慮
 

中
で
す
。
》
 

⑨
第
1
5
回
俳
句
1
日
体
験
の
実
施
 

今
年
度
も
長
野
市
で
は
9
月19

日
田
 

に
、
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
の
3
階
会
議
室
 

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
他
の
地
域
 

は
未
定
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
動
向
 

に
よ
っ
て
は
最
悪
中
止
も
あ
り
ま
す
 

が
、
可
能
な
限
り
ベ
ス
ト
な
対
処
を
致
 

し
ま
す
。
 

＠
会
員
の
増
強
 

会
員
の
老
齢
化
が
目
立
つ
の
で
、
人
 

材
確
保
の
た
め
に
も
、
支
部
会
員
を
増
 

や
す
た
め
の
努
力
を
各
会
員
に
お
願
い
 

す
る
こ
と
と
し
た
。
 

＠
長
野
県
支
部
後
援
・
協
賛
俳
句
大
会
 

〇
令
和
2
年
6
月24

日
困
河
合
曾
良
忌
 

俳
旬
大
会
の
後
援
。
 

〇
令
和
2
年11
月19

日
困
一
茶
忌
全
国
 

俳
旬
大
会
の
協
賛
を
決
定
。
 

⑨
長
野
県
支
部
と
し
て
、
支
部
の
た
め
 

に
進
ん
で
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
 

人
の
（
公
社
）
俳
人
協
会
へ
の
推
薦
 

（
長
野
県
支
部
か
ら
は
、
今
ま
で
に
2
 

名
を
会
員
に
推
薦
）
。
 

0

昨
年
同
様
に
、
小
・
中
学
、
高
校
、
大
学
生
 

に
対
す
る
俳
句
普
及
に
対
す
る
模
索
 

「
郷
土
の
俳
人
」
 

東
福
寺
碧
水
 

●
栗
生
 

純
夫
 

（
く
り
う
 

す
み
お
）
 

1

9

0

4

年
（
明
治
3
7
年
）
4

月20 

日
1
1
9
6
1
年
（
昭
和
3
6
年
）
1

月
 

17

日
）
。
俳
人
。
小
林
一
茶
研
究
家
。
 

本
名
は
神
林
新
治
（
か
ん
ば
や
し
 
し
 

ん
じ
）
。
須
坂
市
名
誉
市
民
。
 

長
野
県
上
高
井
郡
須
坂
町
（
現
在
の
 

須
坂
市
東
横
町
）
の
農
業
・
繭
糸
商
の
 

家
に
生
ま
れ
る
。
小
諸
市
出
身
の
臼
田
 

亜
浪
に
師
事
。
実
作
者
の
立
場
か
ら
小
 

林
一
茶
を
研
究
し
、
軍
隊
入
営
中
に
『
一
 

茶
新
考
』
を
出
版
す
る
な
ど
、
著
書
多
 

数
。
1
9
4
6
年
（
昭
和
2
1
年
）
、
郷
 

里
の
長
野
県
須
坂
町
で
俳
誌
「
科
野
」
 

（
し
な
の
）
を
創
刊
。
《
「
科
野
」
創
刊
 

に
つ
い
て
は
、
1
9
4
5
年
（
昭
和
2
0
 

年
）
1
1
月24

日
、
栗
生
純
夫
宅
で
主
要
 

同
人
・
喜
多
牧
夫
、
落
合
九
品
、
戸
井
 

タ
江
、
青
木
敏
彦
と
協
議
の
末
に
「
科
 

野
」
創
刊
を
決
意
。
同
年
1
2
月31

日
の
 

タ
刻
に
創
刊
号
が
到
着
。
家
族
で
町
内
 

の
青
木
宅
な
ど
に
配
布
。
昭
和
2
1
年
1
 

月
1

日
、
創
刊
号
1
5
0
0
部
を
会
員
 

及
び
書
店
宛
て
に
発
送
。
》
「
信
濃
毎
日
 

新
聞
」
俳
壇
選
者
を
担
当
す
る
な
ど
、
 

長
野
県
俳
壇
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
 

た。 

一
茶
研
究
に
よ
り
日
本
俳
文
学
会
 

会
員
に
推
挙
さ
れ
る
。
1
9
6
1
年
死
 

去
。
享
年
5
6
。
墓
所
は
須
坂
市
の
普
願
 

寺。』 

（
つ
づ
く
）
 

灘
響
響
響
 

〇
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
 

響
で
、
俳
旬
に
限
ら
ず
、
日
本
中
の
 

催
し
物
が
中
止
か
延
期
に
追
い
込
ま
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
俳
人
協
会
長
野
県
支
部
の
俳
句
大
会
 

は11
月
末
な
の
で
す
が
、
流
行
が
世
 

界
中
に
広
が
る
と
い
う
状
況
で
、
臨
 

機
応
変
な
対
応
で
、
皆
さ
ん
の
安
心
 

安
全
を
確
保
し
て
ゆ
く
決
意
で
す
。
 

〇
（
公
社
）
俳
人
協
会
か
ら
の
講
師
派
 

遣
は
、
安
心
安
全
の
観
点
か
ら
無
理
 

な
感
じ
も
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
 

全
員
に
よ
る
有
意
義
な
話
し
合
い
な
 

ど
も
考
慮
中
で
す
。
 

〇
支
部
俳
句
大
会
で
の
皆
さ
ん
の
成
績
 

は
後
世
に
残
る
、
誇
れ
る
も
の
で
す
 

の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
投
旬
を
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
外
の
 

人
も
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
（
編
集
子
）
 


